
ソリューション概要

主なビジネス課題
現在、多くの企業が重要な業務に使用するアプリケーションのスピードと応答性を高めるた
めの手段を探しています。それは御社も例外ではないでしょう。こうしたアプリケーションのパ
フォーマンスは、価値が生み出されるまでの時間や関係者の満足度と密接に関連しているため、
その効率性を最大限に引き出し、最高レベルで運用することがきわめて重要です。さまざまな
混在ワークロード環境から、信頼性の高い方法でビジネス価値と分析情報をすばやく得ること
によって、企業は差別化を図り、効率化を促進することができます。

ソリューション
ミッドレンジのNetApp® EF600、EF570、E5700ストレージ システムは、データへのアクセスを
高速化し、その価値を高めます。占有するラック スペースはわずか2Uながら、卓越したIOPS、
100マイクロ秒未満の応答時間、最大44GBps（EF600）または最大21GBps（EF570および
E5700）の帯域幅を併せ備えたシステムです。さらに、以下のような、業界をリードするエンター
プライズクラスの可用性機能も備えています。 

•	 冗長コンポーネントによる自動フェイルオーバー 
•	 わかりやすいストレージ管理機能、包括的なパフォーマンス調整機能 
•	 高度な監視機能と診断機能によるプロアクティブな修復 
•	 NVMe over Fabric（NVMe-oF）のサポートによる高速なパフォーマンスと投資保護 

コンパクトなパッケージに搭載されたこれらの機能が、その相乗効果によって業界トップクラス
のコスト パフォーマンスと設定の柔軟性、簡易性をもたらし、意思決定をスピーディかつセキュ
アに行えるようにします。

NVMe-oFを搭載するNetApp EシリーズおよびEFシリーズ システムは、ハイパフォーマンス コ
ンピューティング、Oracle、Microsoft SQL Server、データ分析など、超低レイテンシを要求
するワークロードに最適です。

NVMe-oF機能の紹介 
NVMeは、プロトコルとコマンド セットを合理化し、I/Oあたりのクロック サイクルを少なくする
ことで、PCIe SSD向けの業界標準インターフェイスとなった規格です。最大64,000のキューを
サポートし、各キューで最大64,000のコマンドを保持できるので、SASやSATAなどの既存の
SCSIベースのプロトコルよりも効率的です。 

NVMe-oFを導入することで、NVMeの拡張性が向上すると同時に、低レイテンシとオーバー
ヘッド削減のメリットが得られます。NVM Expressの仕様では、NVMe-oF over Ethernet、
NVMe-oF over RDMA（Remote Direct Memory Access）、NVMe-oF over FCのサポートに関
する概要が定められています。

主なメリット

•	 優れたコスト パフォーマンスの価値と100
マイクロ秒未満のレイテンシを提供 

•	 100Gbps InfiniBand（IB）、RDMA over 
Converged Ethernet（RoCE）、または32 
Gbps Fibre Channel（FC）の高速トラン
スポート レイヤとネットワーク接続を基盤
として実行

•	 データ アクセスの応答時間が重要となる
ミッションクリティカルなビッグ データ分析
ワークロードをサポート 

•	 永続的予約がサポートされ、ホスト側のク
ラスタ ソフトウェアはアレイ上の共有ネー
ムスペースにアクセス可能
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図1）Mellanox ConnectX InfiniBandアダプタを使用したRDMA

効率的なデータ移動（RDMA）
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NVMe-oFとSCSIの比較 
SCSIよりも優れているNVMe（およびNVMe-oF）のセールス ポイント
の1つは、デバイスが高速であり、ホストOSドライバ スタック特有の
メリットがあるため、低レイテンシI/Oに対応できることです。そのため、
I/Oがアプリケーションからストレージに到達するまでの合計時間が短
くなり、応答時間が短縮されます。

RDMA 
RDMAは、コンピューティング ノードまたはストレージ ノード間で情
報をメモリ レベルで低レイテンシ転送できるようにする、ハイパフォー
マンス コンピューティング環 境 向けのテクノロジです。Mellanox 
ConnectX InfiniBandアダプタ（図1）では、この機能をネットワーク 
アダプタにオフロードすることで、オペレーティング システムのネット
ワーク スタックをバイパスします。アダプタはアプリケーション メモリ
と直接やり取りするため、CPUを使用する必要がなくなり、より効率
的で高速なデータ送信方法が実現します。

RoCE
RoCEは、イーサネット ネットワークを介したRDMAの効率的なデータ
転送を実現する標準プロトコルです。RoCEは、ハードウェアRDMAエ
ンジン アクセラレーションによるトランスポートのオフロードを可能に
し、優れたパフォーマンスを提供します。 

EF600、EF570、E5700システムで100Gb NVMe over RoCE（NVMe/
RoCE）ホスト インターフェイスを使用することで、安定したマイクロ
秒単位の応答を実現できます。100Gb NVMe over InfiniBand（NVMe/
IB）およびNVMe/RoCEホスト インターフェイス カードは、どちらも
Mellanoxのテクノロジを基盤としています。

NetApp EシリーズとEFシリーズ 
最適なコスト パフォーマンスを実現するため、NetApp EシリーズとEF
シリーズでは、NVMe-oF向けに2つの主要製品を提供しています。

•	 EF600は、ホストからフロントエンド、さらにはバックエンドの
NVMeドライブまでのNVMe-oFをサポートする包括的なエンドツー
エンドNVMeシステムです（図2を参照）。

•	 EF570およびE5700システムは、ホストからフロントエンドまでの
NVMe-oFをサポートしています。バックエンドは、SCSIベースの
SASドライブのまま変わりません（図3を参照）。 

NetApp EF600、EF570、E5700システムでは、NVMe/IB、NVMe/RoCE 
v2、NVMe over Fibre Channel（NVMe/FC）がサポートされます。これ
らのシステムには、以下をはじめさまざまなメリットがあります。

•	 EシリーズとEFシリーズのストレージ システムは、SCSIプロトコル 
コマンドのトランスポート レイヤとして、すでにFCをサポートしてい
ますが、NVMe/FCによって、この確立されたトランスポート レイヤ
に新しいプロトコルが追加されます。

•	 NVMe/FCはFCと同じハードウェアで実行できますが、同時に実行
することはできません。

•	 両方のプロトコル（FCおよびNVMe/FC）は同じファブリック上でも、
ホスト側の同じFCホスト バス アダプタ（HBA）ポート上でも共存
できます。そのため、FCを実行する既存のファブリックと、NVMe/
FCを実行するEF600、EF570、またはE5700システムを接続するこ
とが可能です。

•	 IBとRoCEにはRDMAが組み込まれています。EシリーズおよびEF
シリーズ システムは、iSCSI Extensions for RDMA（iSER）やSCSI 
RDMA Protocol（SRP）など、RDMAを介したSCSIベースのプロト
コルを長い間サポートしてきた実績があります。

•	 iSERまたはSRPを実行するEF570およびE5700システムの同じハー
ドウェアで、NVMe/IBまたはNVMe/RoCEを実行できます。ただし
同時には実行できません。

•	 iSER、SRP、NVMe/IBは、同じファブリック上でも、ホスト側の
同じIBホスト チャネル アダプタ（HCA）ポート上でも共存できま
す。そのため、iSERまたはSRPを実行する既存のファブリックと、
NVMe/IBを実行するEF600、EF570、またはE5700システムを接続
することが可能です。

•	 iSCSIとNVMe/RoCEは、ホスト側の同じファブリック上で共存でき
ます。

•	 NetApp EF600、EF570、E5700システムは、（ルーティング可能な）
NVMe/RoCE v2をサポートし、RoCE v1との後方互換性もあります。

•	 ファブリック内のコンポーネント（NetApp EF600、EF570、E5700
ストレージ システム、スイッチ、HCA）は、必要に応じてネゴシエー
ションにより速度を低下させることができます。速度が遅くなると、
レガシー コンポーネントへの接続が容易になります。
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図3）EF570およびE5700システムのNVMeフロントエンド  

NVMe over Fabrics
（IB、RoCE、またはFC）

Linuxホ
ス

ト

IB HCA、RDM
A NIC、

ま
た

は
FC HBA

NetApp EF600

Fabric-to-NVMe Bridge

フ
ロ

ン
ト

エ
ン

ド
NVM

eサ
ブ

シ
ス

テ
ム

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

NVM
eド

ラ
イ

ブ

図2）EF600システムのNVMeエンドツーエンド

EシリーズおよびEFシリーズと 
サードパーティ製コンポーネントとの相互運用性 
サポートされるコンポーネントの包括的なリストについては、NetApp 
EシリーズおよびEFシリーズのInteroperability Matrix Tool（IMT）を
参照してください。以下に例を示します。 

•	 オペレーティング システム：SUSE Linux Enterprise Server 12 SP4 
•	 ホスト アダプタ：Mellanox FDRおよびEDR HCA（NVMe/IB用）、

Cavium（Marvell）など他のベンダーのホスト アダプタ（NVMe/
RoCE用）、Broadcom（NVMe/FC用）

•	 スイッチ：Mellanox、Cisco、Broadcom 
•	 トポロジ：ファブリック接続型および直接接続型 

図4）NVMe/IB、iSER、SRPの共存
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図5）NVMe/RoCEとiSCSIの共存

NVMe/IB、iSER、SRPの共存 
これら3種類のプロトコルは、すべて同じファブリック上でも、ホスト
側の同じIB HCAポート上でも共存できます。そのため、iSERまたは
SRPを実行する既存のファブリックがある場合、NVMe/IBを実行する
EF570、EF600、またはE5700システムとそのファブリックを接続する
ことが可能です。  図4はその例です。

NVMe/RoCEとiSCSIの共存
ホスト側では、iSCSIとNVMe/RoCEを（RDMAをサポートする）同じネッ
トアーク アダプタ上で同時に実行できますが、それぞれ別のEシリー
ズまたはEFシリーズ システムに接続されている必要があります。図5
はその例です。
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ネットアップについて
ネットアップは、ハイブリッド クラウド環境におけるデータ管理のオー
ソリティです。クラウド環境からオンプレミス環境にわたるアプリケー
ションとデータの管理を簡易化し、デジタル変革を加速する包括的な
ハイブリッド クラウド データ サービスを提供しています。グローバル企
業がデータのポテンシャルを最大限に引き出し、顧客とのコンタクト
の強化、イノベーションの促進、業務の最適化を図れるよう、パートナー
様とともに取り組んでいます。詳細については、www.netapp.com/
jp をご覧ください。#DataDriven
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図6）NVMe/FCとFCの共存

NVMe/FCとFCの共存  
ホスト側では、NVMe/FCとFCを同じHBA上で同時に実行できますが、
それぞれ別のEシリーズまたはEFシリーズ システムに接続されている
必要があります。図6はその例です。
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